
第１分科会＜つながり・ネットワーク（情報）＞

・「町ぐるみ健康づくり教室」と「転倒骨折予防教室」のそれ

ぞれの事業が縦割りで、同じ人に公費がかけられているので

はないか。 

・ケアプラザでは転倒骨折予防教室をやっている。ケアプラだ

と老人のイメージが強い。 

・ケアプラザは、若い人も対象だけど、転倒骨折予防教室は６

５歳以上でないとダメ。 

ケアプラが地域の拠点であることを、

ケアプラ自身だけでなく、他の方法で

も PR する。 

・ケアプラも自治会などと、もっと連携をとれるとよいが、

対象エリアが大きすぎて、役割、期待に沿えない。 

・ケアプラの人手が足りない。 

・自治会に福祉保健部門を設けたらどうか？ 

・地域全体で健康に取り組む活動が大切. 

・介護保険だけでなく、地域での予防の取り組みが大切。より

自立支援をしていく。 

介護保険サービスの改正

の情報と利用者、サービス

提供者の意識

・申請者は、自分でできないから、ヘル

パーを依頼している。申請者の意識の

ズレがでてくる。 

・１８年度から介護保険制度が変わる

が、サービス提供側の意識は変わって

ない。 

・これからは、自立支援の流れ（一緒

に料理、洗濯など） 

・介護保険の新制度について、ケアプ

ラ職員の考えていることなどを聞

く機会をつくる。 

健診のあり方は

今のままで良いか

・行政の実施する健診が縮小している。 

・行政は行政でしかできないものをや

る。 

・行政は健診より予防にシフトしてい

る。健診は予防のために役立つ。 

かかりつけ医が健診の医院になってい

ないと困る。 

・行政と医師会がもっと連携をとれる

とよい。 

・行政が医師会に働きかける時、会長

に言っておわりではなく、現場に働

きかけるべき。 

健康増進環境向

上のためのとり

くみ

・完全分煙を実施している飲食店にステッカー

を貼るしくみをつくる。 

・業者団体のトップに言うだけではなく、話し

合いが必要。 

・何でも作ったら作りっぱなしではなく、PR

していくことが大事。 

団 塊 の 世 代 の

力、子どもの力を

つなげる

・団塊の世代が地域にどうデビュー

できるか、受け入れ体制を考えて

おいた方がよい。（あと２年） 

・会社で活躍していた団塊の世代は

「力」がある。どう地域に役立て

るか。 

・団塊の世代にやって欲しいことは

いくらでもある。（ニーズは多い） 

・買い物の運び支援、電球替え

支援など、ニーズはたくさん

ある。やってもよいとう人も

いる。両者をどう結びつける

か。 

・地域通貨のしかけをつくる。

商店街や地域の活性化につ

ながる。 

団塊の世代の力を

活用するしくみ
団塊の世代を対象を対象に、講座をひ

らいて、グループを結成する。 

移動困難者に対

して何が必要か

・高齢者、子育て中の人などが、外に出

やすいように、交通手段を整える。ﾊﾞ

ｽの本数を増やす。 

・バス停の場所決めが難しい（みんな自

分の家の前は嫌）。組織的に決める。 

・地域でコミュニティﾊﾞｽを通す。団塊

の世代が運転手になれる。 

・手を挙げれば停まってくれるﾊﾞｽがあ

るとよい。（世田谷にある） 

住民が提案できる

しくみをつくる
ﾊﾞｽサイズがダメなら、普通の車でそ

の地域限定の送迎車をつくる。 

・根岸では、ケアプラが、本人の申し出により、情報管理している。 

・障害をもっている人は、自分がここにいる事をみんなに知ってて

欲しいと思っている。 

・消防と行政が一緒になって防災で必要な個人情報を管理（把握）

するのは OK になっているはず。（国の通知で確認する） 

防犯、防災マッ

プをつくる

健康づくりに

ついて

診療所情報が

あればよい

心の健康を維持

するには

医師の情報が少ない。患者が共有でき

るようなものがあればよい。 

うつ病、ひきこもりの問題は、自分か

ら病院に行きにくい。精神科より、心

療内科の方がよい。 

区内の診療所情報冊子があるとよい。

バリアフリーになっているなど、よい

情報を載せる。 

人とつながっている事はうつ病の予

防になる。地域での横のつながり、趣

味などの縦のつながりをつくる。 

健
康
づ
く
り

団塊の世代（担い

手）と地域のニーズ

をどうつなげるか

子どもの視点

・子どもの視点を地域に活かすよ

うにする。 

・高齢者のもっている知恵を子ど

もに伝える。 

交通問題

中原で１００８通の署名

集めてﾊﾞｽ会社に交渉した

が、ダメだった。 

防災防災訓練に当事者も

参加できるように

・援助のポイントは、援助

の必要な人と、その人を

援助する人をセットで

把握する事。 

・情報は常に更新し、最新

のものにする。 

環境

ゴミ出しのマナー

車でゴミを捨てて

いくマナーの悪さ。

回収後にも捨てら

れる。 

ゴミの回収が終わったあとに、お花を

置いて「回収終わりました」と表示す

る。地域で話し合うことが大切。交流

会をもつ。 

ケアプラザが地域の福祉活動の拠

点になるにはどうしたらいい？

地域全体で健康

づくりに取り組む

地域に自分の

情報を登録す

るような申請

受付をする

・障害がある人は、自分がここにいる事をみんなに知っていて欲し

　いと思っている。 



第２分科会＜活動の場づくり・居場所＞

防
犯

地域全体の取り

組みが（防犯を）

抑止

・自治会の自主的な活動について、行

政はどう支援するか。 

・自治会の格差について行政が、どう

対応するか。 

警察官と地域の自治会との連携が必

要。警察が犯罪状況、防犯情報を自治

会に伝える。 

健
康
づ
く
り

・身近な情報を提供する。 

・自分からも情報を入れられ、情報を

得られる場をつくる。 

・安心できる人の輪をつくる。 

 

防
災

人が歩いている、人が繋がっている

と、（犯罪が）入ってきにくい。 

・自治会館前の看板にリサイクルボー

ドをつくる。 

・子どもが利用できるようにする。 

・様々な運営に子どもも含めた多くの

人が参加できるようにする。 

・地域の情報が得られる場として町内

会館が活用されるようにする。 

・地区の班長が防犯のとりくみをすることで犯罪が

減った。 

・防犯パトロールをすると、近隣から声掛けがある。

・自治会が仕切ってしまうと、一般の人は入りにく

い。 

・泥棒は光と目が怖い。 

・山、坂の多いところは、犯罪に狙われやすい面が

ある。 

・車が入れないほど細い道があって、パトロールが

できない。 

・パトロール参加者には、ボランティア保険に入っ

ている自治会もある。自治会による格差がある。 

・交番に警察官がいない。人が足りない。

・自治会を基礎に

・有志を募って３～４人１組で夜回り

の取り組みをする（土曜の夜とか）

・地域の防犯対策を進めるために、

行政とどのような連携が必要かの

検討 

犯罪のない町にす

るのは難しいが、犯

罪を防ぐ町にはで

きるのでは。

・ネットワークをつくることで、防犯

の力を上げる。 

・地域全体で取り組むことで、犯罪者

の侵入を防ぐ。 

・人の生活に関心をもっている地域だ

と感じさせる。 

・犯罪防止の活動をして、各々の防犯

意識を高める。 

・子ども１１０番は、犯罪防止になる。 

・地区の役員だけでなく、一般の人を誘う。 

・次につながるような自治会の取り組みをつくる。 

・自治会が発信元（PR の母体）、コーディネーターになる。 

・自治会では広報を充実させる。 

・自治会に入っている人などにも参加しやすいパトロールの仕

組みをつくる。 

・回覧だけでなく、親しい人に声をかける。 

・自由な時間に地域独自に防犯パトロールを実施する。 

・散歩と防犯パトロールを兼ねる。 

・拘束されると負担になるので、都合に合わせて参加でき

る仕組みをつくる。 

・拘束されるとプレッシャーになるので、「ついで」にで

きるようにする。 

・自転車につけるプレート以外にも様々なプレートにも二

時的効果がある。 

・タムロしている中高生に声をか

けるのが、難しい。 

・参加者を増やす。 

・具体的な防犯対策を各自で考える。 

・若い人は暇がないので、時間がある年配の人が取り組む。 

・子どもたちにも防犯パトロールをさせる。 

警察・行政との

協力、連携

・地域の交番（防犯拠点）をつくる。

・制服を着ている人が通ると効果的。

・交番に（警察の）OB、OG を活用

する。 

交番のそばに防

犯拠点をつくっ

てもあまり意味

がない。

防犯拠点の設置

自治会が呼びかけ役

口コミによる参加呼びかけ

気軽に参加できるしかけ

様々な層の参加

を促す

自治会長のリー

ダーシップ

・隣近所も互いに

知らない。 

・今の世の中では、

家の中を見られた

くない。 

・自治会長がリーダーシップをとる。 

・自治会長にも、防災の理解を深めて

もらう。 

・防災拠点にいくまでの自治会の役割

を明確にしておく。 

・ケアマネジャーだけでなく、自治会

が要介護者を把握する。

・人の繋がりを再構築する。 

・魅力のあるところに人が集ま

るようにする。
顔見知りになる

ための場づくり

義務を果たさず、権利ばかり幅

せる風潮がある。 

・防災弱者（高齢者、障害者）

への対応をどうしていく

のか。 

・実際に地震時などに弱者を

救えるのは、役所ではなく

自治会である。 

・個人情報の保護と防災弱者

情報を、どう整合させてい

くのか。 

・聴覚障害者の方の存在などの把握をする。 

・自治会独自で、防災弱者の情報を把握する。 

・発災時のための名簿提出を求める（出してく

れる人はたくさんいる）。 

・ケアマネジャーが普段訪問していると、いざ

という時に救出が早い。 

・台帳がなくても人がいることがわかるように

する。 

・地域支えあい事業に携わる人が情報を共有

し、部外秘にする。 

災害弱者対策

・健康づくりという固いイメージではな

く、気軽にできるイメージをつくってい

く必要がある。 

・遊びの要素を取り入れて人を呼び込むこ

とが大事。 

・難しい健康より、気軽な健康。 

・楽しいよっていう PR が大事。 

・高齢者は参加することで変わる。 

・参加すると心も身体も健康になれる。 

・お金を出して得るサービスではないもの

に参加するのでは。 

楽しみながら参

加できる場に

・健康づくりが楽しいという PR が

とても難しい。 

・誕生会をずっとやっているが、毎

年出る人が全く同じ。新しい人が

出てこない。 

・交流の場では、女性の方が元気で、

男性の方は元気がない人が多い。 

・自治会館の利用率が実際には非常

に低い。 

今ある施設の

活用
自治会館の使い方ももっと

アイディアが必要。 

身近な所に出か

ける機会づくり



第３分科会＜人材発掘・育成（コーディネーター）＞ ・ちいさな地域で、小さいコミュニ

ティで助け合うつながり、助け合

いのシステムをつくる。 

・要支援者の誰がどこに住んでいる

か近隣で知ること。知った上でち

ょっと話し合っておく機会が必

要。つくる。 

・要支援者に対して地域で対応する 

暴力
ＣＡＰのワークショップ。磯子は進んでい

る。もう始まっている。先生が協力的。 

・子どもの健康づくりは、子育て世代

と団塊の世代が触れ合う接点 

・子ども健康づくりの行事には団塊の

世代も関われる 

子どもたち

の食事

お母さんのウツ

パート 2

青少年の

居場所

新しい施設やセンターを整備す

る場合は、新しい機能として青少

年のいられる場を整備する。 

がんばりすぎない

訪ねる

・野良猫マナーガイド

ラインと会員制の

賛同グループ 

・猫バザーの収益金を

去勢、避妊手術代に 

人材
スタート時は行政や熱心なリーダーが必要。自然にサブリ

ーダが育ってくる。人材が育つのを待つのではなく、まず

やってみる。 

・最初は熱心な人が必要 

・人材は活動の中で、現場で育つ。人

材育成ありきではない。 

薬

・ゴミを分別できない老人がいる 

・ゴミの分別は複雑で難しい。 

犬

震災

起こってしまったらどうしたらいいか

・正しい情報がどう伝えられるか、流れてくるか、日頃の

訓練が大切 

・日常的に共有できない個人情報。地域でも見えにくくな

っている。 

・民生委員さんの情報もケアプラに提供できない 

個人情報の問題は、本人があら

かじめ申告しておけばよい。 

薬を常飲している人は、どのような薬を日常的に

飲んでいるか表にしておく。 

・防災の中で地震は予測できない。発生後のことを考えるとよい。 

・隣に誰が住んでいるかわからないマンション。日頃のつながりが大切 

・町内会で要支援者を把握していると思うが、日頃のつながりが重要 

・把握はしているがどうするかは決まっていない。 

・汐見台。昼間は人数少なく誰が助けるかが問題。大勢を助けられない。

・昼間、自分ひとりでお年寄り３人をどう連れて逃げればいいのか。 

・介護保険対象者を市は把握している。情報があっても、災害時にそこ

に行くことができない場合もある。 

・一番身近にいるのは近所の人

・中学生が頼りになるのではないか。意識付けができないか。 

・昼間、元気な人はいない。子どもとお年寄りだけ。中学生

はいる。頼りになる。 

・子どもにとっても期待され、役にたてることはよい。 

・消防団も手薄になっている。 

・きみたちは「助っ人」地域の一員 

・中学生に社会の一員としての意識付けをして

おく。 

・学校が避難場所になっている。中学生が学校

でボランティア活動ができるのでは。 

・学校の授業で普段から話し合っておく。（避

難場所にもなっているので） 

・中学生の防災訓練への参加。町内会役員のみ

の参加になりがち。学校単位で訓練を。 

・こども消防団を。中学生の消防団を組織した

らどうか。 

・災害時、親は子どもが心配。一旦家に帰す。

大前提としての安否確認。一旦帰宅して、親

が送り出す。 

・高齢者だけではない「健康づくり」。そ

れぞれの世代なりの健康づくり 

・孤立、発達と言う視点はあるが、子ども

の健康づくりの視点は意外と少ない。 

・若い人の健康大切。若い子達のファーストフード

利用多い。親は朝食を作っているのか。何は無く

ともあさごはん。朝食を食べさせる習慣を。 

・一人で食べる子どもが増えた。生活が変ってしま

った。何とかしなくては。 

・きちんとごはんを食べさせよう 

・子ども対象の行事に「食」をテ

ーマにする企画を。 

・親の二極化。食事に気をつける人、気にしない人（たこ

焼き弁当派） 

・親は給食で栄養を取れればいいと考えている。 

・ごはん味噌汁おかずという当たり前の献立が、当たり前

でなくなってきている。 

幼児検診の中で食

習慣を直していく。

指導していく。 

何 にもし ない

お 母さん たち

を 責めて はい

けない。 

・食の知識を分かち合う「子どもの健康づくり」「お母さんの気持ちづくり」 

・一般の主婦も支援しやすいテーマ「食」 

・先輩のお母さんたちの力を借りて楽しい企画をたくさん立てよう。 

・子どもが喜ぶ料理の講習会などを開催して栄養の知識を。 

一緒につくり、一緒に食べる料理づくりは、コミュニケーションの機会にもなる。 

・例えばケアプラザの今ある交流の場に、「食」の視点を入れる。「料理と遊び」 

・料理教室からはじめて機能を広げていくことも考えられる。 

・簡単にできる料理の教室で、栄養を考えてもらう動機付けに。冷凍食品でもＯＫ 

・出来合いの材料を使っても、工夫すればバランスが取れる。母親なら誰でもできる。

・子ども健康づくりフェア 簡単手抜き栄養万点料理コンテスト 

お
母
さ
ん
の
ウ
ツ
を
ふ
せ
ぐ

・猫に関して、マナーに賛同してくれる人の組織化をして６年になる。２００

人以上の会員数。猫にえさをやらないではなく、えさをやって責任を持って

ちゃんと育てる組織 

・獣医さんのバックアップで、野良猫をちゃんと世話する会員制のグループ。 

・えさは決められた場所で与え、終わるまで来ていて片付ける。去勢、避妊を

する。などのガイドライン・ルールがある。 

がんばりすぎて怪我をしないように 

・高齢者は訪ねる人を喜んでくれる 

・町内会の用事でも来訪を喜んでくれる老人がいる。 

・お年寄りには「出張たまり場サービス」も必要では。 

親がウツのときごはんが面倒、作らない。通学させるのが面倒、不登校に。

・移り住んできた人。地域で孤立。 

・近所の人に声をかけようと思ったが、

自分が留守がちなのでできなかった。

・そういう方に案内できる場があれば・・・「こ

こにいけば楽になれるところ」 

・いつでも相談できる場所があるとよい。そ

こには誰かがいないと行けない。 

行 く 場 所

がある

・場所がある（でき

れば１階） 

・ひとつの団体だけ

でなく、横につなが

ってひとつの「場」

をつくる

・暮らしとちょっと

離れたところ 

・身近なところも、

区役所も、その人

の精神状態に応じ

た多様な場を。 

・子離れできない母親 

・子育ての孤独は２回くる。乳幼児の時 

子どもが小学生になった時 集まる

機会もどんどん減っている。出かける

場所が無い。 

・今の時代ふつうに暮らしているとウツ

になる。それだけ地域にはコミュニケ

ーションがない。 

・役に立っているという自信があれば 

・活動に力をかして、そして元気になって 

・落ち込む前に情報をあげる 

・子離れできていない親に、力を貸してと

呼びかける。 

・幼稚園や小学校の卒園式、卒業式の時に、

母親向けに活動を呼びかける。チラシを

配って募集する。 

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

・最初から開かれた場所の方がいきやすい 

・県民センターにはいつも人がいっぱいいる。 

・障害学習センターは、生涯学習の目的でないとダメなのかと思ってしまう。 

・場所の問題。誰でも気軽に行けて、交通の便がいいところ。 

・来やすい場所ってどこだろう。学校（防犯に配慮）ケアプラ？ 

・汐見台中学校は結構地元に開かれている（校長の考え方によるところが大

きい） 

・学校の活用。校長の考え方にも夜。開かれきれていない。 

・教育委員会としては、地域の人の力を借りて防犯強化 地域の人と触れ合

いたい 

・心にもやもやのある人は地元こそ使えない。区役所なら行ける。 

・精神的に、住んでいるところから遠いほうがよい場合もある。 

・つらい人は身近なところには行きにくい人もいる。 

・区民活動センター構想はその後どうなっているのか。

日頃の

つながり

情報と伝達

中学生

食生活の二極化

お 母 さ ん

の 気 持 ち

づくり

子どもの健康づくり

孤立

マ
ナ
ー

ゴミ分別

猫

洋光台、久良岐公園のパトロールをします



お
母
さ
ん
の
ウ
ツ
を
ふ
せ
ぐ

人がいる

区の力 地域

の力

・施設は区に頼っても地域では人材

確保。多くの人が少しづつ協力し

ていく必要がある。 

・活動している人が孤立している。

増やしたい。 

・短期間なら、短時間なら活動して

もよいという母親がいるはず。 

・最初の「場」は区役所の力 

・区民は「人材」のちから 

・より多くの人が少しづつかかわり継続させる

こと。 

・知恵、工夫、広がり、じゃまされない 

担い手側の孤独を解消する 

・まず拠点を区役所につくって広げていくとよ

い。 

・まずは区役所に来てもらって、地域を紹介で

きるような流れ。 

・コーディネートする人がいる 

・団塊の世代が集まってくれるのではないか。 

・区庁舎７階のスペースで相談会を（１団体で担うのは

むり。協力し合って）いつも誰かがいて立ち寄れる場

であってほしい。そのためには 1 グループでなく横の

つながりが必要。 

・場には人が必要。交代制にして皆で数時間交代に。 

・窓口がある。人がいる。疲れた人がほっとするところ。 

・誰もが行ける区役所なら 

・学校の活用（問題はいっぱいあるが） 

・地元の町内会館やコミュニティハウス 

・ストレスがたまった時ホッとできる場 

・誰でもいいよという場 介護などテーマを持ち込むと

それについて話せるところ。 

・一般相談は常設し、専門相談は曜日を決めて 

人材バンク

・健康人材バンクがある。広い意

味での「健康」が対象ここから

派生した人材育成を  
・人材はいないのではなくて繋がって

いないだけ。いままでつながる「場」

がなかった。 

・地域活動をしていて、地域で知って

いる人に会えることが嬉しいこと。 

・地域の中で顔の見えるつながりの中で活動を。

これを好まない人は区のスケールで活動を。 

・地区別検討会は、近くで顔の見える関係ができ

た⇒発展させる 

・地区に並行して、フリーに来れる場をつくる 

・これから協力してみなで繋がってみよう。 


